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編　集　後　記

京都大学大学院文学研究科西洋史学専修の西洋古代史分野研究報告書『西洋古代史研究』
の第 14 号をお届けします。今号は非常にバラエティに富んだ 1冊となりました。5名の大
学院生によって執筆された長めの書評は，編集子が主宰する西洋古代史演習の今年度前期の
授業テキストを取り上げたものです。書評には，同じ授業に出席している学部学生 7名の意
見・感想も反映されています。ぜひご検討ください。
藤井崇氏の「学会開催記」は，本年 9月 1，2 日の両日に京都洛北の関西セミナーハウス
で開催された国際研究集会の記録です。外国人研究者と日本人研究者，あわせて 70 名以上
が参加しました。藤井氏が一人ですべて準備され，同氏の所属する京都大学白眉センターが
主催の会でしたが，私ども京大西洋史学専修も共催とさせていただき，専修の古代史専攻の
大学院生 4名も英語でポスター報告をいたしました。参加された皆さんには，非常に和やか
な雰囲気の中で，高度でかつ気軽な学会を楽しんでおられたように感じました。テーマや内
容も，京都で国際会議として開催するに相応しいものだったと思っております。
編集子の経験では，イギリス，ケンブリッジ大学で研究集会を主催した時（2006 年 9月）は
もちろんのこと，日本で小さな国際研究集会を幾度か開いた時でも，準備にはその都度相当エ
ネルギーが必要でした。今回，藤井氏が一人で研究集会を開催されたことについては，本当に
ご苦労様と労いたいと思うと同時に，若い研究者や院生諸君が英語で報告する機会を持てた
ことが，彼らの将来のための貴重な機会となったと，編集子はたいへん有難く思っています。
近年の西洋史研究の分野では，日本で国際研究集会が開かれるだけでなく，日本人が海外
で学会を主催することもまれではなくなりました。こうしたことは，1955 年生まれの編集
子が大学院生の頃は，経験することがほとんどないものでした。外国史研究という領域なの
で，「国際化」は当然と思われるかもしれませんが，そうした機会に何をすべきか，よく考
える必要があると編集子は思います。開催でも報告でも大きなエネルギーを要することです
ので，単に外国語でやるだけに終わらない，意義ある会合が今後も開かれていくよう期待し
ています。 （南川高志）

　平成26年12月18日発行

西洋古代史研究　第14号
　発行者　京都大学大学院文学研究科　南川高志
　　　　〒606－8501　京都市左京区吉田本町
　　　　　　　　　　　　TEL. 075－753－2779
　印　刷　株式会社田中プリント
　　　　〒600－8047　京都市下京区松原通麸屋町東入
　　　　　　　　　　　石不動之町677-2
　　　　　　　　　　　　TEL.075－343－0006



　

Article:

Manly Women and Womanly Men in Democratic Athens …………Asako KURIHARA （１）

Research Note: 

Augusta Raurica: a few thoughts on a Roman City in Switzerland

　　 ……………………………………………………………Takashi MINAMIKAWA （23）

Forum

Myth and History: Perspectives on Studying Mythology …………… Daisuke SHOJI （33）

Book Reviews:

John Noël Dillon, The Justice of Constantine: Law, Communication, and Control

　　 ………………………………………………………………Kosuke YAMASHITA （51）

Michael Scott, Space and Society in the Greek and Roman Worlds
　　 ………… Masataka MASUNAGA, Hinako SUGIMOTO, Kosuke YAMASHITA,
　　　　　　　Maiko MIYASAKA, Kyohei SAKESHIMA （65）

Conference Report: 

The Processes of Dying in the Ancient Greek World …………………… Takashi FUJII （79）

Column ……………………………………………………………Takashi MINAMIKAWA （85）

English Summary

Editor’s Notes ……………………………………………………Takashi MINAMIKAWA 

ISSN 1346-8405

Acta Academiae Antiquitatis Kiotoensis

The  Kyoto  Journal  of  Ancient  History

Tomus XIV

Vol.   14

Kyoto   University

2 0 1 4




